
大分県医学会雑誌投稿規定

投 稿 資 格

本誌への投稿は原則として大分県医師会員に限る．

投稿内容と採択

１）投稿原稿は未発表のものに限る．論文の採択は，大分県医学会雑誌編集委員会で決定する．

２）原稿の種類は，図説・総説・原著・症例報告・臨床経験・学会発表抄録・特別講演抄録・専門医

会の記事・本会記事・その他とする．

３）投稿原稿はCD、あるいはE-mailにて下記の原稿送付先まで送付すること.

原 稿

１）原稿の第1枚目には標題、著者名 (ローマ字の場合を除き、ひらがな併記)と所属、20字以内の

ランニングタイトル、および責任著者（corresponding author）名とその所属機関名、メールアドレスを

明記する。なお、著者のうち大分県医師会員にはアスタリスク（＊）をつける．第2枚目には400字

以内の要旨を記す．

原稿の種類を記し、本文は第3枚目から始める．

原稿の規定は以下を基準とする.

原 著

・「はじめに」「目的」「方法」「結果」「考察」「結語」等の項目に分けて記述すること

・本文（はじめに～考察）は原則として6,000字以内（文献、図表の説明は除く）

・図、表は合わせて８つまで

・文献は20編まで

症例報告

「はじめに」「症例」「臨床経過」「考察」「結語」の項目に分けて記述すること

・本文（はじめに～考察）は原則として4,000字以内（文献、図表の説明は除く）

・図表は合わせて６つまで

・文献は10編まで

総 説

・本文は原則として8,000字以内（文献、図表の説明は除く）

・図、表は合わせて８つまで

・文献は30編まで

臨床経験

・本文は原則として3,000字以内（文献、図表の説明は除く）

・図表は合わせて5つまで

・文献は10編まで

２）原稿はA4サイズの普通紙に横書きで、文字サイズは12ポイントとする.

１ページ800字程度(32字×25行を目安)にして、必ずページ数を付記すること.

標準的なフォント（MS明朝、MSゴシックなど）を用いたMicrosoft社のWordなどの代表的なソフトウ

エアのデータ形式が望ましい．

３）薬品名は必ず一般名を用いること。また、外国の人名は英語表記で書くこと．

４）数字は算用数字（1，2，3），数量は m， cm，mm，kg，g，mg 分，秒，mL，kcal，などの単位を

用いること．

５）表は本文を参照しなくても表のみで内容がわかるように必要な情報を簡潔明瞭に示し、表題を付



けること。表は最小限の縦横罫線で作成し、本文中に挿入個所を明記すること．

６）図の表題および説明は参考文献の後に図の説明として明記すること．

図の表題と説明は日本語で記すこと．ただし、英文の場合は英文のみとする．

７）図には必要に応じて矢印をつけ、顕微鏡写真では必ず倍率を記入すること．

転載あるいは改変した図表を使用する際には，原著者，出版社の許諾を得て、その出典（文献

名）を必ず明記すること．

８）図、写真は、そのまま印刷できる明瞭なものをPDF形式あるいはppt、pptx、jpgの形式で保存した

ものを使用する。カラー写真は実費とする．

９）本文中に記載した引用文献は引用順に番号をつけ、本文中1) 2) として引用個所を明示する．

著者2名の場合は2名を連記し、それ以上は、２名まで、その他は「ほか」か、欧文の時は「,et al」

とする．

１）本誌への投稿論文における元となった研究については、文部科学省・厚生労働省・経済産業省の

「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」（2021）を遵守しなければならない．

倫理審査委員会の承認が必要な研究については、倫理審査委員会名と承認番号を論文中の

「方法」の項に記載すること．

２）論文の内容は，外科関連学会協議会公表の「症例報告を含む医学論文及び学会研究会発表

における患者プライバシー保護に関する指針（別添）」を遵守しなければならない．

３）動物実験の場合には施設のガイドラインに準拠していることを論文中に明記しなければならない．

校 正

著者の校正は初回のみとする．ただし組版面積に影響を及ぼすような改変は許されない．

掲 載 料

無料

別 刷

部数に応じて実費を申し受ける．

原 稿 送 付 先

〒870-8563 大分市大字駄原2892－１ 大分県医師会

大分県医学会雑誌編集委員会宛

TEL：097-532-9121 ／ Ｅ-mail：okmam@oita.med.or.jp

（附則） 令和５年２月１日 一部改正

令和６年３月２７日 一部改正



「症例報告を含む医学論文及び学会研究会発表における

患者プライバシー保護に関する指針」

医療を実施するに際して患者のプライバシー保護は医療者に求められる重要な責務である．一方，

医学研究において症例報告は医学・医療の進歩に貢献してきており，国民の健康，福祉の向上に重

要な役割を果たしている．医学論文あるいは学会・研究会において発表される症例報告では，特定の

患者の疾患や治療内容に関する情報が記載されることが多い．その際，プライバシー保護に配慮し，

患者が特定されないよう留意しなければならない．

以下は外科関連学会協議会において採択された，症例報告を含む医学論文・学会研究会における

学術発表においての患者プライバシー保護に関する指針である．

1） 患者個人の特定可能な氏名，入院番号，イニシャルまたは「呼び名」は記載しない．

2） 患者の住所は記載しない．但し，疾患の発生場所が病態等に関与する場合は区域までに限定して

記載することを可とする．（神奈川県，横浜市など）．

3） 日付は，臨床経過を知る上で必要となることが多いので，個人が特定できないと判断される場合は

年月までを記載してよい．

4） 他の情報と診療科名を照合することにより患者が特定され得る場合，診療科名は記載しない．

5） 既に他院などで診断・治療を受けている場合，その施設名ならびに所在地を記載しない．但し，

救急医療などで搬送元の記載が不可欠の場合はこの限りではない．

6） 顔写真を提示する際には目を隠す．眼疾患の場合は，顔全体が分からないよう眼球のみの拡大

写真とする．

7） 症例を特定できる生検，剖検，画像情報に含まれる番号などは削除する．

8） 以上の配慮をしても個人が特定化される可能性のある場合は，発表に関する同意を患者自身

（または遺族か代理人，小児では保護者）から得るか，倫理委員会の承認を得る．

9） 遺伝性疾患やヒトゲノム・遺伝子解析を伴う症例報告では「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する

倫理指針」（文部科学省，厚生労働省及び経済産業省）（平成13年3月29日，平成16年12月28日

全部改正，平成17年6月29日一部改正，平成20年12月1日一部改正，平成25年2月8日全部改正，

平成26年11月25日一部改正，平成29年2月28日一部改正）による規定を遵守する．

平成16年4月6日

平成21年12月2日一部改正

平成27年8月28日一部改正

令和元年6月13日一部改正



外科関連学会協議会 加盟学会

日本外科学会，日本気管食道科学会，日本救急医学会，日本胸部外科学会，日本形成外科学会，

日本呼吸器外科学会，日本消化器外科学会，日本小児外科学会，日本心臓血管外科学会，

日本大腸肛門病学会，日本内分泌外科学会，日本麻酔科学会

本指針に賛同している学会

日本肝胆膵外科学会，日本血管外科学会，日本喉頭科学会，日本呼吸器内視鏡学会，日本乳癌学会，

日本腹部救急医学会（以上，平成16年4月6日付），日本胃癌学会（平成16年6月4日付），

日本食道学会（平成16年6月24日付），日本整形外科学会（平成16年9月21日付），

日本手外科学会（平成17年8月1日付），日本整形外科スポーツ医学会（平成17年8月20日付），

日本外傷学会（平成17年9月7日付），日本熱傷学会，日本美容皮膚科学会（平成17年12月14日付），

日本頭蓋顎顔面外科学会（平成17年12月16日付），日本股関節学会（平成17年12月19日付），

日本皮膚アレルギー学会（平成17年12月28日付），日本肘関節学会（平成18年1月27日付），

日本皮膚科学会西部支部（平成18年3月24日付），中部日本整形外科災害外科学会（平成18年5月15日付），

日本胆道学会（平成18年7月21日付），日本関節鏡学会（平成18年8月3日付），

東日本整形災害外科学会（平成18年8月25日付），日本集中治療医学会（平成18年9月6日付），

日本ヘリコバクター学会（平成18年11月13日付），日本外科代謝栄養学会（平成18年12月8日付），

日本腰痛学会（平成19年5月11日付），日本肺癌学会（平成19年7月9日付），

日本膵臓学会（平成19年12月4日付），日本臨床外科学会（平成19年12月20日付），

日本消化器病学会（平成21年9月15日付），日本消化器がん検診学会（平成21年11月12日付），

日本門脈圧亢進症学会（平成21年12月25日付），日本皮膚科学会東海地方会（平成22年1月5日付），

日本静脈経腸栄養学会＜現・日本臨床栄養代謝学会＞（平成22年5月11日付），

西日本整形・災害外科学会（平成22年6月5日付），日本関節病学会（平成22年7月9日付），

日本臨床皮膚外科学会（平成22年7月20日付），日本放射線腫瘍学会（平成22年9月10日付），

日本口腔腫瘍学会（平成23年3月30日付），日本消化器内視鏡学会（平成24年2月13日付），

日本頭頸部外科学会（平成24年7月10日付），日本消化管学会（平成24年9月2日付），

日本女性心身医学会（平成24年9月5日付），日本運動器科学会（平成24年9月10日付），

日本女性医学学会（平成25年12月5日付），日本頭頸部癌学会（平成25年12月25日付），

日本鼻科学会（平成26年7月11日付），日本緩和医療学会（平成27年6月8日付），

日本心臓血管麻酔学会（平成27年9月4日付），日本顔面神経学会（平成27年10月14日付），

日本循環器学会（平成30年4月3日付），日本創傷外科学会（平成31年2月7日付），

関東整形災害外科学会（令和元年6月5日付），日本フットケア・足病医学会（令和元年9月25日付），

日本体外循環技術医学会（令和2年12月11日付），日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会（令和3年6月1日付），

日本冠疾患学会（令和4年1月20日付），


